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Abstract 


October 1969, the authors made an epidemiological survey on paragonimiasis 


among residents of Hata District, Köchi Prefecture. On 2349 general inbabitants 


長崎 大 学 熱帯 医学 研究 所 業績 第 657 号 


es E E p LL ds A pv ba MEO» iE 187 


including the students of primary schools and junior high schools, intradermal test 
was carried oit combining stool examination, chest X-ray photographying and some 
anamnesis studies. incidence of metacercaria was also examined on the fresh water 
crabs, Eriocheir japonicus, which were collected from rivers through these areas. 

The skin test using VBS paragonimus antigen revealed positive in 13.3 per cent 
of the inhabitants examined. The positive rate was generally higher in mountainous 
resions located along the upper reaches of the Shimanto River, especially in a small 
comm :nity, Honmura, the highest rate was obtained as much as 27.6 per cent. The 
rate and intensity of the reaction tend to increase with age showing its peak at the 
group of 50 years of age. 

According to the stool examination, 22.5 per cent of 1726 persons were positive 
for Metagonimus yokogawai, indicating a high incidence of the parasite among the 
inhabitants in these areas. Paragonimus ova was detected in only 7 individuals, 1.9 
per cent of 365 persons showing positive skin reaction. In the present survey, the 
rate of demotstrating ova from the test positive group was very low compared to 
that in the other endemic areas. On tbe other hand, abnormal chest X-ray findings 
suggesting paragonimus infection were frequently observed as in 18.6 per cent of 
the inhabitants having positive skin reaction. Metagonimus eggs were widely 
detected among the inhabitant without regard of intensity of the skin reaction. For 
instance, the eggs were demonstrated in 23.23 per cent among the test negative 
and in 26.0 per cent among the positives. Moreover, the frequency distribution of 
intensity of the reaction in the carriers group showed a similar pattern in that of 
healthy groip. Therefore, it can be said that no positive reaction in these areas may 
be attrib itable to metagonimus infection. 

Metacercariae were demonstrated in 31.3 per cent of 166 crabs totally, however 
there was fo;nd a great difference in the incidence varing from 10.3 per cent to 
83.3 per cent according to the localities collecting crabs. Generally speaking, it was 


highes at upper reaches of the river and lower in the parts of down stream. 
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稿 吸虫 感染 は フイ ラリ ア 症 の 如く 病原 体 を 伝搬 する 
Vector の 侵襲 に 依り 受動 的 に 起 る も の で な く , 宿主 
側 か ら の 能動 的 , 積極 的 な Vector (モク ズ ガ =) へ 
の 接触 に より 成立 し , 更に そこ に 生活 する 住民 の 自然 
環境 や 食 習 慣 な ど 感 染 成立 に 必要 な 要因 が 考え られ 
る . 従っ て その 流行 , 分 布 状 況 も 山間 部 の 河川 地域 に 
局 在 し て みみ られ る 場合 が 多い . 

ウエ ステ ルマン 肺 吸虫 症 は 本 邦 に 広く 分 布 し , な か 
で も 高知 県 は 濃厚 浸 淫 地 と し て 知ら れ , 三浦 0952), 
坂本 (1957) な どの 調査 報告 を は じ め , 今日 まで 各種 


の 検索 が 行わ れ て 来 て いる . ALED, 本 県 で も 濃厚 
な 流行 地 の 一 つと 思わ れる 幡多 郡 (四万十 川 流域 ) に 
於 ける 本 症 の 詳細 な 実 前 調査 報告 は 殆ど な い ,. 著者 
ら は 1969 年 10 月 20 日 か ら 30 日 まで の 11 日 間 に わ た り 幅 
多 郡 の いく つか の 地域 を 選定 し , その 小 ・ 中 ・ 高 生徒 
お よび 一 般 住民 を 対象 に VBS 抗原 を 用 いた 皮 内 反 
応 , 胸部 レ 線 検 査 て 6 x 6cm), BIHER EIRE), 
血清 学 的 検査 な ど 総 合 的 調査 を 行う と 共に 肺 吸 貝 の 第 
二 中 間 宿 許 で ある モク ズ ガニ (Eriocheir japonicus) 
の メタ セル カリ ア 保 有 状 況 を 調べ , 住民 の カニ 食用 習 
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慣 な ど に つい て も アン ケー ト 調 査 を 行っ た . 本 報 で は 
特に 度 内 反応 の 成績 を 中 心 に その 疫学 的 立場 か ら 整 理 


大 H 他 


し て 報告 する . 


調 t 方 法 


1. 調査 対象 

幡多 郡 は 第 1 図 に 示す 様 に 高知 県 の 西南 部 に 人 忌 在 し 
乃 媛 県 と の 県 境 に 位置 する 山間 備 地 で ある . Ww. ABD 
で は 県 下 随 一 を 誇る 四万十 川 が 100km 以上 に わた っ 
TEHEL, 更に 吉野 川 , 黒 尊 川 , HII, BOJI: E 
の 主要 な 諸 河川 が 四万十 川 に 流れ 込ん で いる . 一 方 , 
ここ で 豊富 に 取れ る アユ, モク ズ ガ ニ が 集落 任 民 の 中 
重 な 信 白 資源 と し て 食膳 に 供 さ れ て いる こと が 想像 さ 
ha. 本 郡 は 7 つの 町 村 か ら 成 る が 今回 は 西 土 佐 村 を 
中 心 に 十 和 和 村 , 大 正 町 の 3 町 村 を 対象 と し , その 小学 
Æ (8 校 ) 612 名 , 中 学生 (13 校 ) 1,219 名 , 高校 生 


(1 校 ) 146 名 お よび 一 般 成 人 372 名 , 総計 2.349 名 に 
つい て 調査 を 行っ た . 

2. KARI 

皮 内 反応 抗原 は 予 研 作製 の VBS 及 吸虫 抗原 在 使 用 
Li. 反応 術 式 お よび 判定 方 法 は 横川 ら (1959) の 方 


決 に 従っ て 行っ た . Mb, 左前 肝属 側 部 に ッ ペ ルク リ 


ン 注射 器 を 用 いて 直径 3 — 4 mm 径 の 膨 疹 が 出来 る よ 
ら に 抗原 液 を 皮 内 注射 し , その 直後 と 15 分 後 の 2 回 膨 
疹 の 従 横 径 を 計測 , その 平均 値 を 出し , その 差 を 求め 
CHER Ed n. 性 岩 差 が 5 mm 以上 の も の を 陽性 
(+), 4mm ža C), 3 mm 以下 を 陰性 (一) 
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Fig. ] Showing the situation of surveyed area,Hata District 


の : Nishitosa Village, (B: Towa Village, © : Taisyo-cho 


///// : Place of collecting crabs 

e ,(€9 : Schools and communities 
1 : Gontani, 2 : Honmura, 
6 : Omiya, 7 : Egawasaki, 


3 : Kuchiyanai, 4 : Okuyanai, 5 : Tsunokawa, 
: Fujinokawa, 9 : Tokawa, 10 : Syowa, 


ll: Taisyó, 12: Onaro, 13: Shimotsui, 14: Kitanokawa, 15: Utsuikawa. 
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と し て 判定 し た . 

3. RIRE 

RIR RREA MEHELC0.52 ライ ポン F・ エ 
ー テ ル を 用 いた 集 卵 法 に より 検索 し た . 糞便 は 現地 で 

の 調査 が 終了 する 2 日 前 に 回 収 し , 実験 室 に 持ち 帰り 
処理 し た の で , 1 回 だ け の 検査 成績 で ある . M, 検 使 
は 全 彼 検 者 を 対象 と し て 実施 し た . 

4. X 線 撮影 


調査 


A) 皮 内 反应 

1. 地区 別 成績 

対象 と な っ た 小 ・ 中 ・ 高校 生 及 び 一 般 住 民 2,349 名 
に つい て 肺 吸 虫 度 内 反応 を 実施 し た . その 成績 を 示し 
た の が 第 1 表 で ある . 先 づ , 学校 生徒 を 対象 に 町 村 別 
に みる と 陽性 率 お よび 深 陽 性 を 含め た 陽性 群 率 は 夫々 
西 土 佐 村 12.22，20.1%， 十 和 村 10.2%，15.9%， 大 


Fable 1. 
1) School pupils 


レ 線 撮影 は 6 x 6cm 板 を 使用 し , 対象 と し て 小 ・ 
中 ・ 高 の 生徒 は 皮 内 反応 で 凝 陽性 以上 を 量 し た 者 , 一 
般 住 民 は 全員 に 実施 し た . 

5. メタ セル カリ ア 検 索 

各 河 川 別 に モク ズ ガ ェ ニ を 採集 し , 直ちに 現地 で 次 雑 
を 判別 後 鯉 に 寄生 する メタ セル カリ ア を 検索 し た . A 
し , 時 期 的 に 遅 す ぎ た 為 多く の カニ を 採集 出来 ず そ の 
成績 を 検討 する に は 不 十 分 で あっ た , 


成績 


IER 7.8%, 14.0 と な り 一 般 に きわ め て 高い 陽性 率 
が み ら れ る . こと に 西 土佐 村 が 最も 高い 陽性 率 を 示し 
て いる 更に 学校 別に みる と , いずれ の 町 村 に ゃ 夫 
々 陽性 率 の 高低 が み ら れ , 特に 西 土佐 村 (高校 生徒 を 
含む ) の 江川 崎 16.9, REA 19.4%, 十 和 村 の 昭 
和 18.6 め の 各 小 中 学校 の 生徒 で 高 率 を 示し , これ に 対 
し 西 土佐 村 の 大 宮 4.6 錠 , 十 和 村 の 十川 5.3 多 大 正 町 


Results of skin test from inhabitants of Hata District 


n E E E E A 


| 


Village | Community No. of exam. 4 Co) + Total (22) 
Honmura | 92 11 (12.0) 4 15 (16.3) 
Egawasaki | 307 52 (16.9 26 78 (25.4 
Fujinokawa 133 12 ( 9.0) 14 26 ( 19.5) 
Tsunokawa 170 17 ( 10.0) 9 26 ( 15.3) 
Nishitosa Omiya 174 8 ( 4.6) 9 17 € 9.8) 
|^ Kuchiyanai 139 14 (10.1) 8 22 ( 15.8) 
i Okuyanai 129 25 ( 19.4) 2l 46 ( 35.7) 
| Total 1144 133 (12.2 9 230 (20.1) 
Kitanokawa : 116 11 ( 9.5 8 19 ( 16.4) 
Taisyó | 189 20 ( 10.6) 17 37 (19.6 
i Onaro | 86 0 2 2.( の 9) 
Taisyo | Shimotsui | 3l ME 0 ( 9.7) 
|» Utsuikawa | 27 C 39 1 2 4 74) 
| Total | 449 35 ( 78) 28 63 ( 14.0) 
| M 
— Syówa | 140 26 (18.60 15 4l (29.3) 
: Tókawa | 244 is 3005.95 7 20 C 8.2 
Towa 
Total | 384 39 ( 10.2) 22 61 (15.9) 


Grand total | 1977 


213 C 10.8) 141 
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2) General inhabitants 


Village Community No. of exam. + (25) um Total (255 
Okuyanai 204 37 C 18.1) 23 60 ( 29.4) 
Kuchiyanai 261 46 (C 17.6) 20 66 (25.3) 
Nishitcsa Honmura 228 63 ( 27.6) 14 77 (033,8) 
Gontani 179 18 ( 10.1) 12 30 C 16.8) 
— Total 872 164 (18.8 69 233 ( 26.7) 
Table 2. Incidence of paragonimus metacercaria in crabs and positive rate of skin 
reaction of pupils living in areas where crabs were collected 
Localit b - Metacercaiá in crabs | Skin test of residents 
y |, No. of exam. + (25) Number/crab No.of exam. + (922) + Total (£5) 
Shimanto River 
upper stream 3l 18 (58.1) 5.7 256 38 (14.8) 18 56 (21.9) 
mid-stream 52 11 (21.2) 1.3 120 12 (10.0) 5 17 (14.2) 
down stream 39 4 (10.3) 1.5 113 8 (7.1) 16 (14.2) 
Fujino River 12 10 (83.3 5.2 126 1209.5) 20 32 (25.9) 
Meguro River 8 4 (50.0) 2.0 161 9(5.6) 8 17 (10.6) 
Kuroson River 19 4 (21.1) 2.0 172 26 (15.1) 25 5l (29.7) 
Yoshino River 5 1 (20.0 1.0 36 6 (16.7) 5 11 (30.6) 
Total 166 52 (31.3) 3.7 | 984 111 (11.3) 89 200 (20.3) 


OZRE&OS5, 打 井 川 3.7 を の 各 小 中 学 校 の 生徒 集団 
で は 低い 陽性 率 を 示し て いる . この 様 に 学童 の 皮 内 反 
応 腸 性 率 は 居住 地 に より 大 き な 差 異 が 認め られ る . K 
に 西 土佐 村 の 4 部落 の 一 般 住民 を 対象 に 行っ た 成績 で 
は 学童 に 比 し て 高く , 平均 陽性 率 18.8, 北陽 性 を 含 
め る と 26.7 欠 に 達する . 更に こま か く 部 落 別 に みる と 
本 村 部 落 が 夫々 27.6 錠 , 33.8 め で 最も 高い . この 部 落 
は 人 日 約 300 名 か ら な り 西 土佐 村 に 於 て 四万十 川本 流 
の 上 流域 に 位置 し , 江川 崎 か ら 比 較 的 近い 位置 に 存在 
する 。 奥 屋内 部 薔 が 18.1 多 , 29.4 用 で これ に 次 ぎ , HE 
谷 部 閉 は 陽性 率 10.1 用 で 最も 低い . これ は 学校 区 別 で 
みた 小 中 学 生 の 成績 と 概ね 一 致す る . 

2. 河川 別 成績 

本 土佐 村 の 小 中 学生 の 居住 地 を 下記 の 如く 河川 別に 
わけ , その 友 内 反応 の 成績 を みた の が 第 2 表 で ある . 
四万十 川上 流 地域 は 吉野 川合 流 点 で ある 江川 崎 よ り 上 
流 の 地域 で 本 村 , 川崎 , 中 組 , 半 家 , 押 谷 , 権 谷 な ど 
の 部 落 が 含ま れ , 中 流 地域 は 目黒 川 , 藤 の 川 が 本 流 へ 
合流 する 津 の 川 部 落 を 中 心 に 橘 , 用 井 の 部 落 , また 下 


流 地域 で は 規 尊 川 が 本 流 へ 合流 する 口 屋内 部 落 を 中 心 
に 中 半 , 岩間 な どの 各部 落 が 含ま れる . 3, 吉野 川 流 
域 は 方 の 川 , 西 ヶ 方 , 下方 の 各部 落 , 目黒 川 流域 は 津 
TL du. 須崎 , 大 宮 の 各 部 落 が 含ま れ , 特に 吉野 
川 は 愛媛 県 で も 本 症 の 流行 地 と され て いる 松野 町 を 経 
て 西 土佐 村 に 流れ こん で いる . 更に 黒 尊 川 流域 に は 奥 
屋内 , 玖 木 の 部 落 が 含ま れる . この 成績 を みる と 四 万 
十川 本 流 の 上 流 か ら 下 流 に 従っ て 度 内 反応 の 陽性 率 ゃ 
14.8 か ら 7.1 多 へ と 低下 が み ら れ 上 流 地域 で の 混和 淫 
が 濃厚 で ある 傾向 が 交え る . 一 方 , 四万十 川 の 支流 で 
は 吉野 川 流域 16.7 多 , 黒 尊 川 流域 15.1 が 高い 陽性 率 
を 示し た . この 両 河川 流域 の 部 落 は 西 土佐 村 で も 最も 
谷 深い 山村 集落 で あり , 殊 に 吉野 川 は 愛媛 県 で も 本 症 
の 流行 地 と され て いる 松野 町 を 経て 流れ 込ん で いる . 
更に 第 2 表 は モク タク ズ ガ ニ = に 寄生 する メタ セル カリ ア の 
寄生 状況 に つい て 調査 し た 成績 を 示し た . 四万十 川本 
流 以外 の 河川 で 採取 され た カ ヵ カ = 数 が 少な いた め , その 
地域 学童 の 度 内 反応 と の 関係 は わか ら な い が , 四万十 
川 に 関し て は 上 流 で メタ セル カリ ア の 感染 率 が 58.1 狐 
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で 最も 高く , 中 流 1.2%), 下流 d0.3%) の 順 と 
な り , 略 々 度 内 反応 陽性 率 と 一 致す る 傾向 が 観察 され 
る . 

3. 年 代 別 お よび 性 別 成績 

上 度 内 反応 の 成績 を 全 被 検 者 に つい て 年 代 別 に わけ て 
検討 し て みる と 第 3 表 に 示す 様 に その 陽性 率 は 小学 生 
8.5% ( 疑 陽 性 を 含め て 16.0 の ), 中 学生 11.3 (18.4 
め ), 高校 生 17.1 (21.9920, 一 般 成 人 26.6% (34.1 
25) と 高 年 令 層 に 高い 傾向 が み ら れ る . 西 土佐 村 の 材 
料 に つい て 更に 細か く 年 令 順 に その 陽性 率 の 推移 を み 
る と 第 2 図 に 示す 様 に 年 令 と 共に その 率 は 上 昇 し , 50 
才 代 で 最高 (41.8255) を 示し て いる 。 60 cie 
か に 低下 の 傾向 が ある が 一 般 に 居住 年 歴 が 耕 い 程 陽性 
反応 を 呈す る も の が 増加 し て いる . この 関係 を 各部 落 
別に みる と 図 に 示し て いな い が , 年 念 推移 の パタ ー ン 
が 集団 に より 異な っ て いる こと が 麹 わ れる . 一 方 , 性 
別 で 比較 し て みる と 男 20.9 多 , 20.0% TRA EH 
DEIRO DARODD, 各 年 令 層 と も 男性 の 反応 陽性 
率 が 女性 の それ を 上 っ て いる . 

4. 反応 の 強 さ 

西 土佐 村 の 一 般 住 民 を 対象 に 反応 の 強 き に つい て み 
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Fig .2 Gradation of the positive rate 


Age groups 


of skin test with age 


Table 3. Comparison of positive rate of skin reaction by age and sex 
Sex No. of exam. 十 (92) + Total (25) 

piens M 310 31 (10.0) 24 55- 19:7) 
F 302 21 て (7.0) 22 43 (4.2 
school Total 612 52 (8.5) 46 98 (16.0) 
uneen M 616 72 (11. 42 114 (18.5 
F 603 64 (10.6) 46 110 (18.2) 
school Total 1219 138 — (11.3) 88 24 — (18. 
Senor fish M 78 14 (18.0) 18 (23.1) 
F 68 il (6.2 14 (20.6 
school Total 146 25 17.1) 32 (21.9 
^ ^M 147 40 — (27.2) 14 54 (36.7) 
Adult FO 225 59 — (26.2) 14 73 (32.0 
Total | 372 99 (26.6) 28 128 (34.1) 
| M v 1151 157 (13.6) 84 241 (20.9) 
Grand total S 1198 155 (12.9) 85 240 | (20.0) 
| Total | 2349 312 (13.3) 169 481 — (20.5) 

| | 
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た の が 第 3 図 で ある . 彼 検 者 を 小学 生 , 中 学生 お よび 
成人 に 大 別 し , 各 群 の 反応 の 強 さ の 度数 分 布 曲 線 を み 
る と 年 令 悦 が 高く な る に つれ て 陰性 反応 が 減少 し , BÉ 
性 反 記 を 呈す る も の が 増加 し て いく 事 が 突 わ れる . E 
に 性 別に みる と 各 年 令 層 に 互 っ て 協 子 が 女子 より 強い 
反応 を 示す 傾向 が み ら れ た . MB 年 令 別 に みた 反応 の 


大 BD 他 


み ら れ る . 然し 年 ら , この 関係 を 各部 落 集団 毎 に 観察 
する と 必ず し ゃ 併行 し な い 事 が 用 える . 即ち , 4 部 落 
の ちち 最も 低い 陽性 率 を 示し た 権 谷 部 落 は 本 村 部 落 に 
次 いで 強い 反応 平均 値 を し た . 

B) 検便 成績 

小 , 中 学生 1,482 名 , 一 般 成 人 244 名 , 総計 1,7264 


強 さ と 陽性 率 の 推移 変化 は 極め て よく 一 致す る 傾向 が 


20 


Frequency rate 


Diameter of W heal 


O--—O Adult 


Fig .3 Analysis of frequency distribution curves of intensity 


of skin reaction with age 


に つい て 養 便 検査 を 行い , その 成績 を 第 4 峡 に 示し 
@ 一 一 @⑨ Primary school (538) ` 
9-—-0 Junior high school (460) 


Table 4. Stool examination for parasite egg 
1) School pupils | 
i ishi 5 ・ Nishitosa | 
Village Nishitosa Towa Taisyo (Adult j Total 

H RENE EE 
No. of examined 839 (422) 345 (925 208 (22) 244 (925) 1726 (925) 
Paragonimus 50.6) 0 1 ( 0.3) 1 (0.4) 7 ( 0.4) 
Metagonimus 123 (14.7) 122 (35.4) 49 (16.4) 94 (38.5) 388 (22.5) 
Trichuris 46 ( 5.5) Lud 52) 13 ( 4.4) 21 ( 8.6) 91 ( 5.3) 
Ascaris 8 (1.0) 4 (1.2) 200.7) 4 て 1.6) 18 ( 1.0) 
Hook worm 10.10 0 1060.3) 100.4) 30.2) 
other helminths 20.2) 0 152028) 160.4 4 (0.2) 
Total 185 (22.1) 137 (39.7) 67 (22.5) 122 (50.0) 511 (29.6) 


Note : Paragonimus ova was detected in only 7 individuals, 1.9% of 365 persons showing 


positive skin reaction in stool examination. 
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2) General inhabitants in Nishitosa Village 
Community Honmura Gontani Kuchiyanai Okuyanal Total 

No. of examined ! 144 (95) 128 (75) 166 (25) J21. (22) ^ 556 (25 
Paragonimus | 2 € 1.4) 0 2:03:93 160.8 5 € 0.9) 
Metagonimus | 58 (40.3) 33 (25.8) 50 (30.1) 15 (12.4) | 156 (27.9) 
lrichuris 5 て 3,0) 8 ( 6.3) 14 ( 8.4) 20 (16.5) | A7 ( 8.4) 
Ascaris | 0 10.8 1600.6) 6 (5.0) | 8 (1.4) 
Hook worm 0 0 247 T9) 0 | 2 ( 0.4) 
other helminths 160.7) 0 0 0 ( 100.2) 
Total | 66 (45.8) 42 (32.8) 69 (41.6) 38 (34.7) | 219 (39.2) 
. 寄生 虫 卵 を 証明 し た も の が 総計 511 名 で 29.6% Table 5. Relationship between Metagonimus 


i そ を の 内 訳 は Ascaris 18 名 (1.0225, Trichuris 
91 名 (5.325), Hook worm 3 名 (0.2275 更に 
Metagonimus yokogawai の 感染 が 388 名 (22.5%) と 
著 明 に 高 率 で あっ た . M, TOCE RRE. BiU, 

中 線 虫 な ど 計 4 例 が 検出 され た . 一 方 , 肺 吸虫 卵 が 検 
出 き れ た 7 名 (0.45) の うち 6 名 は 小 中 学生 で , 一 
般 成 人 か ら は 僅か 1 名 が 発見 され , その 率 は 極め て 低 


"s 


西 土佐 村 の 一 般 住民 を 対象 と し た 4 洲 部 に つい て の 
検便 成績 を みる と, E eo 
Bin nA VR, RRIBEPRNL ATO 
DR QD EH これ に 比べ 他 の 寄生 
虫 感染 は 著しく 低く 0.6 を か ら 8.4 ダ で ある . 
屋内 部 落 は 他 の 3 部 落と 多少 異な り 和 横川 吸虫 感染 12.4 


多 に 比べ 鞭 虫 感染 が 16.5 欠 と 高い . 
C) 胸部 X 線 所 見 
胸部 X 線 撮影 は 一 般 成 人 37145, 


SN 


で は 夫 


一 方 , HR 


小 中 学 生 386 名 


計 757 名 を 対象 に 行い , その 成績 を 第 6 表 に 示し た . 
X 線 上 何ら か の 異常 所 見 を 認め た も の は 成人 で 79 名 


(21.325), 小 中 学 生 30 名 (7.822) T, 


この うち もち 有明 ら 


か に 肺 吸虫 定 に よる と 思わ れる 所 見 を 示し た も の は 夫 
々 48 名 (12.995), 25 名 00 en 


会 影 の 種類 を みる と 輪状 叉 か 最も 多 


pois A E 


Hi, a UE, d D RA e 3 Ze pas X J, 
Eo: i 


これ ら の 


< 30.175, idi 
その 他 に 右 灰 
En ^o Ed CP 


Do 検便 成績 , % 線 所 見 と 皮 内 反応 の 強 さ と の 関係 
上 記 の 到 卵 保有 と 度 内 反応 と の 関係 を みた の が 第 5 
表 で ある . 先 づ 皮 内 反応 全 第 検 者 を その 強 さ か ら 陰 性 
GERE 3mm 以下 ), 北陽 性 (4mm) 


及び 陽性 


vokogawal infection and intensity of 


skin reaction 


Intensity Metago- 
of skin Number nimus Per cent 
= reaction | ova( (EE 
— 705 164 23.3 
上 98 29 29.6 | 
26.0 
十 175 42 24.0 | 
Total 978 235 


(5mm 以上) 0 3£8f-4520 ER PERÉ-C 705 名 中 164 名 
(23.3250, 疑 陽 性 群 で 98 名 中 29 名 (29.6220, Brkt 
で は 175 名 中 42 名 (24.0 め ) ^C, その 検出 率 に 有意 の 
IAS XE. 横川 吸虫 卵 は 反応 の 強 さ に 関係 な 


く 広く 高 率 に 検出 きれ て いる , 


肺 吸 東 卵 保 有 者 の 7 名 は 皮肉 反応 が 陽性 で 大 部 分 が 
8 mm 以上 の 強い 反応 を 示し て いる . XL. ENEIT 
の 陽性 和 群 か ら の 和央 吸 虫 卵 の 検出 され た 率 は 1.9 あ で き 


jog CE 


次 に X 線 有 所 見 者 109 名 に つい て 上 友 内 反応 の 強 さ と 
の 関係 を みる と , NN Us d MM 
9.0%, BERRET 11.4%, PERE 25.722 EWP i 
が 認め られ , 反応 陽性 の も の か ら の 出現 率 が 高く , そ 


の 特異 性 が 閣 わ れる が , 一 方 , X 線 上 6 


こ 及 吸虫 定 と 診 


定 さ れる 有 有 所 見 で 皮 内 反応 が 陰性 の も の の 数 が 5 Bir 


め ら れ た . 


また , 彼 検 者 を 横川 吸虫 卵 も X 線 所 見 も な いも の を 
A 群 , gm qx BST, 肺 吸 虫 卵 保有 者 と X 
線 所 見 で 肺 吸虫 症 を 難 わ せる 者 を C 和 群 と し て 3 群 に わ 
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Table 6. Frequency of abnormal X-ray finding 
among inhabitants with special reference 
to intensity of skin reaction 


Intensity に 
of Skin Number c Rd 
reaction B. 
— 167 603.6) 
d f 86 6 ( 7.0) 
11.02; 
十 133 18 (13.5) 
Total 386 30 C 7.8) 
一 246 31 (12.6) 
Adults d 28 7 (25.0) 
38.427 
十 97 41 (42.3) 
Total 371 79 (21.3) 
一 413 37 ( 9.0) - 
‘Total dm 114 13 (11.4) 
20.925 
T 230 59 (25.7) 
Grand total 757 109 (14.4) 
(96) 
30 
X 
o 20 
E x 
\ 
| 
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け 夫 々 各 群 の 示す 度 内 反応 の 強 さ の 度数 分 布 曲線 を 描 
いて みた の が 第 4 図 で ある . これ を みる と B 群 は A 
律 と 殆 ん ど 一 致す る パタ ー ン を 示し , 横川 吸虫 の 感染 
に よっ て 度 内 反応 の 出 方 に ほとん ど 影 響 が な いこ と を 
示し て いる . C 群 で は 反応 の 強い 側 に ピー ク を も つ 特 
有 な 正規 型 の 分 布 を 示し , Bj 2c HAE SIC 
VBS 抗原 が 特異 的 に 反応 する こと が 用 わ れる . 

E) カニ 食用 の 習慣 な ら ぴ に 調理 法 の 調査 

3 町 村 の 小 中 学生 の 高学年 を 対象 と し て 1073 家 族 に 
ァ ン ケー ト 用 紙 を 配り モク ズ ガ ニ = 食用 の 有無 , 頻度 お 
よび 調理 法 な ど に つい て 調査 し た . 

先ず 食用 の 有無 を みる と 西 土佐 村 で は 853 家族 中 
80.922, 十 和 村 で は 139 家 族 中 87.8 め , 大 正 町 で は 371 
家族 中 70.4 と 住民 の 大 部 分 が カニ の 食用 経験 を も っ 
て いる . また 食用 頻度 は 年 に 10 回 以上 食べ る 者 も あり 
平均 する と 4 て 6 回 の も の が 最も 多い . 調理 法 に つい 
て みる と 茹 て 食べ る (54.190 が 最も 多く , が ガニ = 汁 
(26.895), ガニ みそ (13.695), その 他 が ガニ と うふ な 
ど と 感染 の 危険 率 が 高い と 思わ れる 調理 法 に よる 食用 頻 
度 も 比較 的 高い . 更に 同じ 幡多 郡 で も 各 町 村 に よっ て 
調理 法 の 好み に 相違 が み ら れ る . 例え ば 西 土佐 村 で は 
ガニ 汁 (37.4) が 好ま れ 中 に は 酒 の 者 に 生食 する 習 
慣 も 次 無 で は な い . 一 方 , 大 正 町 で は ガニ みそ (25.1 
w) が 最も 多い . この 他 食 用 以外 に も 犬 , MEOR 
章 の 餌 と し て も 利用 きれ て いる . 


n D a Lo 1 M z* 
A f Chest. X rav findings (一 ) 
XA. Metagonimus voko gawai ( 
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B e-—-e Metagonimus | vokogawar (+ 
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Fig .4 Comparison of frequency distribution of skin reaction obtained 
from three groups of inhabitants with metagonimus ova, 
abnormal X-ray finding and both negative. 
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当地 域 の 小 , 中 , 高校 生 お よび 一 部 の 一 般 成 人 に つい 
て 皮 内 反応 を 行い その 感染 の 有無 を スタ リー ニン グダグダ 
する と 共に 会 便 検査 評 よ び X 線 問 炉 撮影 に ょ る 異常 所 
見 の 出現 状況 を 検討 し た . 更に 肺 吸虫 第 2 中 間 宿 主 で 
ある モク ズ ガ = に 寄生 する メタ セル カリ ア の 感染 状況 
お よび 地域 住民 の ヵ = 食 用 習慣 に つい て も 調査 を 行っ 
A5. 

PERRE Xe ROEA BB B (Lo TE L Tz KIN 
反応 の 成績 を みる と 一 般 に 極め て 高い 陽性 率 が み られ 
D. 狐 に 西 土佐 村 が 最も 高い 陽性 率 (12.272) を 示し 
た が , 更に 細か く 地 区 別に みる と , いずれ の 町 村 に $ ゃ 
夫々 陽性 率 の 高低 が み ら れ 本 症 の 感染 は 居住 地 に より 
大 き ぎ な 差異 の ある 事 が 認め られ た だ た. X, 一 般 住民 を 
対象 と し た 4 部落 に つい て の 成績 で は 学 将 に 比 し て 李 
め て 高く その 平均 陽性 群 朱 は 26.7 を で あっ た . 殊 に 本 
村 部 落 で は 陽性 率 27.6 あ , 北陽 人 性 を 含め る と 33.8% 
の 高 率 を 示し た . 一 方 , 居住 地 を 河川 流域 別に わけ 
て 度 内 反応 の 成績 を みる と 河川 上 流 地域 で の 混 淫 が 渡 
厚 で ある 傾向 が 丈 え る . この 傾向 は その 流域 で 採集 き 
れ た モク ズ ガ ニ に 寄生 する メタ セル カリ ア の 感 潮 誠 と 
も 略 々 一 致す る 事 が 示さ れ た . 更に 支流 に 於 て は 谷 深 
OHRT ORDA. 殊 に 吉野 川 , 黑 尊 咱 
の 上 流域 住民 に 高い 陽性 率 が 観察 され た . まな た 吉野 川 
は 愛媛 県 で も 本 症 の 流行 地 と され て いる 松野 町 を 経て 
流れ 込ん で いる 事 か ら も 漫 淫 度 の 特に 高い 理由 が 推測 
され る . この 様 に 各 河 川 に 於 ける モク ズ ガ = の 本 吸 
昌 メ タ セ ルカ リア 寄生 率 と 本 症 感 染 と は 密接 な 関連 が 
na bd 地域 住民 が 高度 な メタ セル カリ ア 感 染 の モ 
クズ ガニ を 左 々 食用 に 供し , ある い は 小 中 学生 の カニ = 
へ の 接触 の 機会 が 多い 事 な ど か 本 症 感染 経路 の 考察 に 
多く の 示唆 を 手 を えて いる と 思わ れる . 

次 に 年 代 別 に 反応 給 柏 率 の 推移 を みる と 若年 令 層 か 
ら 高 年 令 慌 に 従っ て その 率 は 上 昇 する 傾向 が み られ , 
一 般 に 居住 年 歴 が 古い 程 給 性 反応 を 星 す る も の が 増加 
し て いる . この 関係 を 部 藩 別に みる と 年 令 推 移 の ペタ 
ー ン が 集団 に より 異な っ て いる 事 が 狼 わ れる . 一 方 , 
性 別 で 比較 し て みる と いずれ の 年 令 層 に 於 いて も 男性 
の 更 放 率 が 女性 の それ を 上 回 っ て いる が 殆 ん ど 有 意 の 
差 は 認め られ な い . これ ら の 関係 は 反応 の 強 き に 於 て 
も 全く 同じ 傾向 が 示さ れ , 感染 の 頻度 と 反応 の 強 さ と 
は 密接 な 関連 が ある 様 に 思わ れる . 

この 様 に 皮 内 反応 の 成績 で みた 当地 域 に 於 ける 肺 吸 


と #5% R 
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施 ら な いと 思わ れる . 

|j, 過去 に 於 ける 本 地域 の 浸 淫 状況 に つい て は 坂本 
(1957) が 小 , 中 学生 1,011 名 に つい て 友 内 反応 を 行 
い 65 名 (6.4250 に 陽性 を 報告 し , 大 倉 ら (1964) は 
1.613 名 の 小 中 学 生 を 対象 に 同様 の 反応 を 行い 78 名 
(4.822) に 陽性 を 認め て いる . これ に 対し 今回 の 調 
人 査 で ほ 小 中 学生 も.831 名 の うち 188 名 (10.322) (LET: 
を 認め , 坂本 ら の 調査 か ら 12 年 の 蔵 月 が 経た 今日 で も 
全く 減少 が 娘 ら れず, な し ろ る 高く な っ て いる . 勿論 
これ ら の 成績 を 同一 に 比較 で き な い が , 少な く と も 本 
地域 に 於 ける 肺 吸虫 感染 の 浸 淫 度 は 殆 ん ど 変 っ て いな 
いも の と 考え られる. 更に 四万十 川 の 各 流 域 に 於 け 
る モク ズ ガ ニ の メタ セル カリ アプ 寄 生 率 に つい て も 三 酒 
(1952) に よれ ば 江川 崎 附近 の 流域 で 100 多 寄生 を 報 
"LOO, これ に 比べ る と 今回 調査 し た 成績 は 56.3 
る と 可 成 り 低 い 結 果 と な っ て いる . 

一 方 , 糞便 検査 で は 全 彼 検 者 を 対象 に 1,726 名 に つ 
いて 検査 し た が , 肪 暖 虫 卵 を 証明 で きた も の は 僅か に 
744 (0.497) で あっ た . これ は 検便 を 実施 し た 皮 内 
反応 肥 性 者 の 1.9 用 に すぎ な い . 本 地域 で は 過去 に 徹 
底 し た 集団 治療 を 行っ た 実績 は なく 極 め て 理解 し 難い 
結末 か が 得 ら れ た . これ に 就 て は 更に 今後 十分 な 検討 が 
必要 と 思わ れる . この 他 に 検便 成績 で 注目 され た 事 は 
横川 吸虫 感染 の 浸 淫 が 極め て 濃厚 に 認め られ た 事 で あ 
り , 本 地域 住民 の 22.5 を に その 上 躍 卵 保有 者 が 証明 され 
た . LODTERELCREULU ERROS IEO GIC UTI 
Od CABIN TAGESXANLEEVXDÓESABEE 
に 好 食 さ きれ て いる 事 を 裏付け て いる . H, 横川 吸虫 の 
濃厚 な 浸 浮 地 で の VBS 肪 吸虫 抗原 に よる 類 属 反応 に 
就 て も 検討 を 加え た が , この 両者 に は 殆 ん ど 密 接 な 関 
係 は 認め られ な い . その 他 の 寄生 貝 感染 は 極め て 少な 
く , これ は 山 に 囲ま れ た 角地 の 当地 域 で は 専業 農業 が 
少な く 林 業 に 従事 する 者 が 多い 事 か ら ゃ も 当然 と 考え ら 
れる . 

X 線 撮影 に よる 異常 所 見 の 出現 頻度 を みる と 757 名 
中 109 名 (14.425) に 所 見 が 認め られ , この 中 肺 吸虫 
定 と 診 定 され た も の が 73 名 (9.622) で あっ た , これ 
ら の 有 所 見 率 は 学童 に 比べ 一 般 成 人 に 著しく 高く , ま 
た 反応 陽性 者 に 高 率 に その 出現 が 認め られ る ., 更に | 
所 見 者 の 皮 内 反応 の 強 さ き に つい て 度数 分 布 曲線 を 描い 
て 観 宗 す る と 反応 の 強い 側 に peak を 持つ 特有 な 一 
峰 性 の 正規 型 分 布 を 示し , 本 反応 は 特異 的 に 肺 吸虫 感 
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染 を 示す 公算 が 大 きい . Éo TBO X o Mi 
良 卵 を 証明 し 得 た も の は 極め て 少な か っ た が , 各地 域 
住 紅 に み ら れ た 本 反応 の 高い 陽性 率 や 本 症 を 疑わ せる 
X 線 有 所 見 者 の 多い 事 , 更に は 濃厚 な メタ セル カリ ア 


摘 


著者 は 高知 県 幡多 郡 の 一 般 住民 を 対象 と し て 肺 吸虫 
症 細 延 の 実態 を 調査 し 高い 浸 淫 の ある こと を 知っ た . 
信 ら れ た 成績 を 要約 する と 次 の 通り で ある . | 

12 小 中 高 生徒 , 一 般 成人 合計 2.349 名 に 肺 吸 虫 抗 
原 を 用 いて 友 内 反応 を 行い 312 名 13.3%) に VBS 
陽性 反応 が 得 ら れ , 凝 陽性 を 入れ る と その 率 は 20.5 欠 
THD, 

2) 反応 秀 性 率 及 びそ の 強 さ は 年 令 と 共に 上 昇 す る 
が , 地域 的 に みる と 西 土佐 村 で 最も 高く , 特に 河川 の 
上 流 に ある 山間 の 部 落 に 高 率 で ある . 

3 ) 個 便 検査 の 結果 , 皮 内 反応 陽性 群 の 中 か ら 7 名 


橋 を 終る に 了 臨み, 本 調査 に 終始 御 協力 頂い た 高知 県 


長 神田 正 一 氏 に 厚く 感謝 し ます . 
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